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Agenda

ESSA
 電力シミュレーションツール

Power Capping
 使用電力量の閾値設定

Monitoring
 電力量のモニタリング方法、ツール
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サーバ購入時の電力、ラックスペース問題点
必要以上に電気(アンペア)を準備してませんか？

• データセンターの電力量
• ラックあたりのアンペア数が固定されている
• 最新のデータセンターでも12kVA、古いものでは数kVA
• 電力量がボトルネックとなり、ラックに搭載できるサーバ数が制限

• 定格電力による設計で無駄な設備コスト
• 実運用ではサーバがフル稼働していても、定格の半分程度以下しか電力

利用されない
• 定格電力を基に設計された分電盤、空調、UPSが十分活用されない
• 例) R610 X5570 x2 24GBでHPLを実行。(当時の最高スペック)

• R610の定格(PSU)は750W。アイドル状態では150W-200W。しか
しHPL*実行時でも最大400-450Wと53-65%しか利用されない。

• サーバの高密度化
• 最近のサーバは、ブレードサーバやC6100など高密度化が進んだため、

42ラックに単純にフル搭載すると、定格で20kVA-30kVA

*HPL: High Performance LInpack,  スーパーコンピュータTOP500のベンチマークソフト。 CPUとメモリのアクセス
が頻発し、サーバの潜在的な性能測定はもちろん、CPUとメモリに対して最も電力を消費することができるベンチマーク
の一つ。ただしディスクアクセスがほとんどないため、内蔵ディスクの電力を測るのには不向き。
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ESSAによる購入前の電力量シミュレーション
ESSAによりサーバスペックに応じた消費電力をシミュレーション

• Dell M1000eブレードサーバの定格電力の確認
• 1シャーシ /16台 ：8100W (2700W PDU x3)

• Dell ESSAを使った購入予定構成の最大消費電力確認
• ESSA (Energy Smart Solution Advisor) ツールで購入構成の100％利

用率の電力量の確認
• サーバの定格電力量では必要以上に多めの電力量が算出されることから、

分電盤側に無駄な設備が発生

• http://www.dell.com/calc

• 例) Dell M1000eブレードシャーシ
• M610 16台 (E5640 x2, 24GB mem, 146GB HDD, Mez x2)
• 1シャーシ/16台 ： 約3600W

• 例) Dell M1000eブレードシャーシ、PCT M6220 x2 M6248 x4
• M610 ブレード 16枚 E5640 2.53GHz x2、24GB MEM、146GB 15Krpm HDD x2、Doughter Card x2
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ESSAによる購入前の電力量シミュレーション
ESSAによりサーバスペックに応じた消費電力をシミュレーション

http://www.dell.com/calc



PowerEdge M1000e
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定格: 8.1kVA
Max:: 3.6kVA

【定格電力で設計】
定格8.1kVA / Max: 3.6kVA
M1000e 1台/サーバ 16台

M1000e ESSA利用によるラック高密度化
Rackあたりの電源容量 9KVAの場合の利用例
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定格: 8.1kVA
Max: 3.6kVA

PowerEdge M1000e
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【ESSAで設計した場合】
定格 16.2kVA,   Max: 7.2VA ,
M1000e 2台、 サーバ 32台

ESSAで実際の利用シーンに基づいた M1000eシャーシ単位で消費電力をシミュレーショ
ン、ラック数/UPSなどが可能！
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定格: 8.1kVA
Max: 3.6kVA

• 例) Dell M1000eブレードシャーシ、PCT M6220 x2 M6248 x4
• M610 ブレード 16枚 E5650 2.53GHz x2、24GB MEM、146GB 15Krpm HDD x2、Doughter Card x2

定格で計算すればラックあたり1シャーシしか搭載できなかったが、ESSA
でシミュレーションすることで2シャーシ搭載可能に。



Power Capping
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最大消費電力

アイドル状態
最少消費電力

定格消費電力

時間(t)

消費電力(W)

Power Cappingの効果 - 通常利用時
PowerCappingを適用しない状態の時間ごとの電力使用例
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最大消費電力

アイドル状態
最少消費電力

定格消費電力

Power
Capping

時間(t)

消費電力(W)

Power Cappingの効果- PowerCappingの閾値設定
サーバ消費電力のピークカット
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最大消費電力

定格消費電力

時間(t)

消費電力(W)

Power Cappingの効果 - PowerCapping後の動作
ピークカットされた分の処理は負荷の低い時間に処理

アイドル状態
最少消費電力

• PowerCappingによって処理できなかったLoadを空いている時間に
処理。設定した電力閾値を超えないようにする。

Power
Capping



PowerEdge M1000e
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Max:3.7kVA
Ave: 2.9kVA
Min: 2.4kVA

Max:3.6kVA
Ave: 2.8kVA
Min: 2.4kVA

【通常の利用方法の場合】
Max:7.4kVA / Ave: 5.7kVA
M1000e 2台/サーバ 32台

M1000e PowerCapping利用によるラック高密度化
Rackあたりの電源容量 10KVAの場合の利用例
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PowerEdge M1000e
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Max:3.3kVA(Capped)
Ave: 2.9kVA
Min: 2.4kVA

Max:3.2kVA(Capped)
Ave: 2.8kVA
Min: 2.4kVA
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PowerEdge M1000e
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【PowerCap利用の場合】
Max: 9.8kVA / Ave: 8.2kVA
M1000e 3台/サーバ 48台

Max:3.3kVA(Capped)
Ave: 2.9kVA
Min: 2.4kVA

DELL Blade シャーシM1000e単位で電源上限制御をおこなうことにより
ラック数/電力削減が可能！
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Power 
Monitoring
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ブレード管理コントローラCMCよる電力モニタリング
ブレードシャーシのリアルタイム電力モニタリング

• PowerCappingによって処理できなかったLoadを空いている時間に
処理。設定した電力閾値を超えないようにする。



DELL Blade シャーシM1000e単位で電源上限値の設定が可能
サーバごとの優先順位の設定が可能

M1000e PowerCapping利用によるラック/電力削減
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PowerEdgeサーバのインタラクティブLDC
サーバ前面から電力モニタリングを含む迅速な情報アクセスとアクション
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iDRACよる電力モニタリング
ネットワーク経由でサーバ単体のリアルタイム電力モニタリング
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Dell LCD Metered PDU
PDU側での電力モニタリング

閾値の設定/SNMP、SMTPアラートの設定が可能！
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ESSAで消費電力を確認
1シャーシあたり3.3kVA以下

1ラックあたり3シャーシ搭載
YES

NO

1ラックあたり2シャーシで数ケ月運用

数ケ月の電力モニタリング結果から
シャーシあたりのピークが3.3kVA以下 YES

1シャーシ3.3kVAにPowerCapして
1ラックあたり3シャーシ搭載

NO

ピークは3.3kVAを超えるが
定常的に3.3kVAを超えない

NO

追加のシャーシは搭載できない

合計10kVAまでの範囲で
消費電力の少な目の機器を搭載

YES サーバ負荷の上下が大きくPower
Cappingによる性能劣化を許容できる

YES

NO

ブレードシャーシ購入計画フローチャート
10kVA/ラックに3シャーシ搭載する場合

• 力率を1.0として概算



Appendix
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P-Stateによる節電効果
PowerCappingでは動的にCPUのクロックを下げることにより電力を制御！
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DELL ITAssistant(ITA) による電力モニタリング
ITA, DMC, による長期的な電力モニタリング

• 複数HWの障害検知、電力モニタリングが可能なサーバ添付の無償ツール



低負荷時の電源効率を最大化する M1000e DPSE
M1000eの電源動的制御機能
DPSE：ダイナミック・パワー・サプライ・エンゲージメント
CMCの標準機能！！

•電源負荷が低場合は一般的にAC/DC変更効率は悪くなります
•DPSEは負荷が低い場合、自動で6つのPSの不要な電源をOffにする機能です
•PSあたりの負荷の向上により高いAC/DC変換効率を維持します
•DPSEをONにしてもPSの冗長化は損なわれません

【電源負荷とAC/DC変更効率】 【DPSE動作イメージ】

23


